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子高

井

県

民

家

調

査

昭
和
必
年
7
月
お
よ
び
日
月
に
福
井
県
下
で
民
家
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調

査
は
国
家
補
助
を
う
け
て
、
各
府
県
が
実
施
し
て
い
る
民
家
緊
急
調
査
の
一
環
を

な
す
も
の
で
、
福
井
県
か
ら
主
任
調
査
員
に
伊
藤
、
調
査
員
に
沢
村

・
細
見

・
宮

沢

・
伊
東

・
宮
本

・
村
上
の

6
名
が
委
嘱
さ
れ
た
。
調
査
は
ま
ず
市
町
村
か
ら
提

出
さ
れ
た
約

5
0
棟
の
古
民
家
の
リ
ス
ト
の
う
ち
、
別
棟
に
つ
い
て
調
査
員
が
現

地
に
お
も
む
き
調
査
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
こ
の
う
ち
か
ら
最
終
的
に

M
棟
を
選

ん
で
詳
し
い
資
料
を
つ
く
っ
た
。
調
査
し
た
民
家
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
げ
世

紀
後
半
か
ら
刊
世
紀
中
頃
ま
で
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
今
回
の
調
査
お
よ

び
従
来
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
福
井
県
民
家
の
概
要
を
の
べ
た
い
。

福
井
県
は
現
在
、行
政
的
に
一
つ
の
地
域
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
が
、

民
家
の
平
面
形
式
、
構
造
形
式
、
柱
間
寸
法
の
と
り
か
た
な
ど
越
前
と
若
狭
で
は

著
し
い
ち
が
い
が
あ
る
。
こ
の
た
め
ま
ず
最
初
に
越
前
と
若
狭
の
そ
れ
ぞ
れ
の
型

に
つ
い
て
平
面
、
構
造
の
概
略
を
の
べ
、
次
に
両
者
を
比
較
し
、
周
辺
地
域
の
民

家
と
の
関
連
を
の
ベ
る
。

A 

越

日IJ

越
前
の
農
家
は
越
前

I
型
か
ら

W
型
ま
で
の
四
つ

の
型
に
区
分
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
型
は
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
分
布
す
る
。
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概

建

造

物

研

究

室

平

城

宮

跡

発

掘

調

査

部

要
越
前

I
型

(第
1
図
1
・

2
〉
平
入
で
、
間
取
は
若
狭

I
型
と
同
様
、
ほ
ぼ
棟
通

り
で
前
後
に
わ
け
、
前
半
に
ニ
ワ
(
土
間
)
、
ダ
イ
ド
コ
ロ

、

ウ
マ
ヤ
を
と
り
、

後
半
に
部
屋
を
な
ら
べ
る
。
た
だ
し
こ
の
型
の
古
い
も
の
は
家
の
一
隅
に
部
屋
を

と
り
、
こ
れ
を
ニ
ワ
、
ダ
イ
ド
コ
ロ
な
ど
の
土
間
が

L
型
に
と
り
か
こ
む
形
を
と

る
。
構
造
は
下
屋
造
で
あ
る
。
部
屋
部
分
を
指
物

・
梁
で
か
た
め
、
こ
れ
を
核
と

し
て
、

縦
横
に
大
梁
を
配
し
て
台
所
な
ど
土
間
部
分
の
大
き
な
空
間
を
構
成
す

る
。
小
屋
は
サ
ス
組
で
あ
る
。
越
前
南
部
の
今
立
郡
、南
条
郡
な
ど
に
分
布
す
る
。

今
立
町
や
武
生
市
で
は
炊
事
場
や
座
敷
を
ツ

ノ
ヤ
と
す
る
例
が
多
く
、
間
取
も
複

雑
に
な
る
。

越
前

E
型
〈
第
1
図
3
〉
多
く
は
妻
入
で
あ
る
が
、
平
入
の
も
の
も
ま
じ
る
。

間
取
は
前
方
に
広
い
土
間
と
板
敷
ハ
古
い
も
の
は
土
座
)
の
部
分
を
と
り
、
奥
に
部

屋
を
と
る
。
前
方
は
入
口
の
土
間
と
オ
イ
エ
と
よ
ば
れ
る
日
常
生
活
の
中
心
と
な

る
部
分
で
あ
り
、
奥
の
部
屋
は

2
列
に
な
ら
ぶ
。
小
視
模
な
民
家
は

2
室
で
あ
る

が
、
大
規
模
な
家
は

4
室
以
上
に
な
る
。
構
造
は
下
屋
造
で
、
前
方
の
オ
イ
エ
、

ニ
ワ
の
広
い
空
間
は
桁
行
方
向
の
梁
を
主
要
な
梁
と
し
て
配
す
。
部
屋
部
分
の
軸

部
は
指
物
で
か
た
め
る
が
、
新
し
く
な
る
と
指
物
を
用
い
ず
薄
鴨
居
を
用
い
、
長

押
を
打
っ
て
書
院
風
な
座
敷
を
つ
く
る
。
大
野
盆
地
、
足
羽
郡
な
ど
越
前
平
野
、

大
野
山
地
に
広
く
分
布
す
る
。
こ
の
型
で
は
馬
屋
を
ツ

ノ
ヤ
と
す
る
例
が
多
い
。



越
前
阻
型
〈
第
1
図
4
)
妻

入
で
、
間
取
は
前
方
よ
り
ニ

ヮ
、
オ
イ
エ
を
そ
れ
ぞ
れ
梁

聞
い
っ
ぱ
い
に
と
り
、
こ
の

奥
に
部
屋
を
2
列
に
な
ら
べ

る
。
越
前

H
型
と
異
な
る
点

は
ニ
ワ
と
オ
イ
エ
が
平
面
的

に
も
構
造
的
に
も
は
っ
き
り

わ
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

構
造
は
オ
イ
エ
の
前
後
両
方

1 越前I型堀口敏喜氏宅(復)i也印町 2 越市i]I型

谷口平右衛門氏宅(現)武生市 3・7 越前E型橋本
誠一氏宅(復)大野市 4 越rliJill型瓜生守吾氏宅(現)
鯖江市 5 若狭I型石原卯之助氏宅 (裂) 教賀市

8・8 若狭E型 岩佐秀一氏宅 ci反)名m庄村
〔現 :現状復 :復原町f前図は現状〕

福井県民家の類型

福
井
県
民
家
調
査
概
要

に
た
っ
ぜ
-を
桁
行
梁
宅
つ
!な
ぎ
、4
ζ

れ
を
基
本
骨
粗
ーと
1
て、

ι
'一玖

相
部
屋
行、

を
配
し
て
い
る
。
越
前
北
部
に
分
布
し
、
一
部
は
越
前
評
野
中
央
部
に
も
は
山
り

こ
ん
で
い
る
。

ぞ

越
前
N
型

美

濃

境

、
奥
越
前
に
分
布
す
る
。
今
回
こ
の
地
域
は
調
査
を
行
な

わ
な
か
っ
た
の
で
省
略
す
る
。

B 

若

狭

第1図

若
狭
の
農
家
は
小
浜
市
を
境
に
し
て
、
東
西
2
型
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

若
狭
I
型
(
第
1
図
5
)

平
入
で
間
取
は
六
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

ほ
ぼ
棟
通

り
で
、
前
後
に
わ
け
、

前
部
は
中
央
に
入
口
に
な
る
土
間
(
ニ
ワ
)
を
と
り
、
そ

の
左
右
に
ダ
イ
ド
コ
ロ
と
ウ
マ
ヤ
(
あ
る
い
は
物
置
)
を
と
る
。
後
部
は
部
屋
部
分

で
、
台
所
の
奥
に
不
マ

二
室
の
例
が
多
い
)
、
ニ
ワ
、
ウ

マ
ヤ
の
奥
に
座
敷
2
室

を
と
る
。
ダ
イ
ド
コ
ロ
が
広
/
¥

ネ
マ
が
小
さ
く
な
っ
て
喰
違
い
の
間
取
と
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
い
。

構
造
は
下
屋
造
で
、

そ
の
原
理
は
家
の
中
央
部
の
室
隅

と
、

外
壁
よ
り
半
間
内
側
に
入
っ
た
室
境
に
構
造
上
主
要
な
柱
を
た
て
、

梁

・

指
物
で
軸
部
を
か
た
め
、
こ
れ
よ
り
外
壁
が
つ
く
側
柱
に
梁
な
ど
つ
な
ぎ
の
部
材

を
配
し
て
空
間
を
構
成
す
る
。
小
屋
は
サ
ス
組
で
あ
る
。

小
浜
東
部
か
ら
三
方

郡
、
敦
賀
市
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
。

若
狭

E
型
(
第
1
図
6
)
妻
入
で
平
面
は
棟
通
り
で
左
右
に
わ
け
、

一
方
の
側
に

前
方
か
ら
ニ
ワ
、
ダ
イ
ド
コ
ロ

、
ネ
マ
の

3
部
分
を
と
り
、
も
う

一
方
の
側
は
前

方
に
ウ
マ
ヤ
、
そ
の
奥
に
座
敷
2
室
を
と
る
。
こ
の
型
で
も
ダ
イ
ド
コ
ロ
が
広
く

喰
違
い
の
間
取
と
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
柱
は
棟
通
り
お
よ
び
部
屋
境
に

1

間
間
隔
に
た
て
、
貫
や
桁
梁
で
か
た
め
る
が
、
古
い
形
式
は
太
い
地
梁
を
も
ち
い
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点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

武生市

な
い
。
小
屋
は
棟
束
に
よ

っ
て
棟

木
を
支
え
、
棟
木
よ
り
タ
ル
木
を

た
ら
し
、
屋
根
荷
重
を
支
払
え
る
形

般
農
家
の
多
く
が
サ
ス

式
で

加藤良久氏宅

(
合
掌
)
で
あ
る
の
と
異
な

っ
て

し

る
。
小
浜
市
西
端
か
ら

分
布
す
る
。

若
狭
に

越前型

C 

越
前
型
と
若
狭
型
の

相
違
と
分
布

第2図

越
前
型
と
若
狭
型
と
は
間
取
、

構
造
形
式
な
ど
前
述
の
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

越
前
型
一と
若
狭
型
と
の
主
な
相
違

若
狭

l
、

E
型
で
は
特
に
大
規
模
な
家
は
な
く
、
桁
行
6
間

梁
間
4
間
ほ
ど
の
も
の
が
標
準
的
で
あ
る
が
、
越
前
で
は
規
模
の
著
し
く
大
き
い

家
が
あ
る
一
方
、
規
模
が
小
さ
い
家
も
あ
る
。
前
者
は
北
陸
系
、
後
者
は
畿
内
系

民
家
の
特
色
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

主
屋
の
規
模

ツ
ノ
ヤ
と
い
う
の
は
主
屋
と
棟
を
か
え
て
突
出
す
る
部
分
(
第
2
図
〉

を
い
う
。
ウ
マ
ヤ
、
炊
事
場
、
座
敷
な
ど
が
ツ
ノ
ヤ
と
な
る
。
若
狭
で
は
ほ
と
ん

ど
ツ
ノ
ヤ
は
み
ら
れ
な
い
が
、
越
前
で
は
越
前
平
野
、
大
野
盆
地
を
中
心
と
し
て

ま
た
、
上
層
の
家
で
は
特
に
発
達
が
著
し
い
。

ツ
ノ
ヤ

多
く
、

屋
根
屋
根
材
料
は
古
民
家

で
は
か
や
ぶ
き
が
多
い
が
、
瓦
ぶ

き
の
も
の
も
若
干
あ
り
、
最
近
で

は
瓦
ぶ
き
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
奥
美
濃
や
平
野
部
で

も
板
ぶ
き
が
少
数
あ
る
。
か
や
ぶ

き
の
屋
根
形
式
は
入
母
屋
造
で
あ

り
、
若
狭
の
は
破
風
が
大
き
い
が

越
前
の
は
小
さ
い
。
若
狭
の
屋

根
は
直
線
的
で
軒
を
低
く
ふ
き
お

ろ
し
、
す
っ
き
り
し
て
い
る
が
、

越
前
の
も
の
は
軒
は
や
や
高
く
、

あ
ら
い
感
じ
の
ふ
き
方
で
あ
っ
た

り
、
ま
た
に
ぶ
い
感
じ
が
す
る
。

小
屋
構
造
屋
根
荷
重
は
サ
ス
(
合
掌
)
で
受
け
る
の
が
全
国
的
に
般
的
で

あ
る
が
、
若
狭

H
型
は
サ
ス
で
な
く
、
棟
束
を
た
て
、
棟
木
を
う
け
、
貫
で
か
た

め
、
両
側
に
控
え
の
小
屋
東
を
た
て
、
棟
木
よ
り
垂
木
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
屋
根
荷

重
を
う
け
る
。
若
狭

l
型
、
越
前
各
型
は
サ
ス
組
で
あ
る
。
棟
束

・
タ
ル
木
構
造

の
民
家
は
西
若
狭
か
ら
京
都
北
部
を
へ
て
能
勢
地
方
、
ま
た
南
に
と
ん
で
、
泉
南

か
ら
紀
ノ
川
流
域
、
奈
良
県
吉
野
地
方
の

一
部
な
ど
畿
内
周
辺
部
に
分
布
す
る
。

柱

太

さ

若

狭

E
型
で
は
特
に
太
い
柱
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
日
佃
角
前
後

に
平
均
し
て
い
る
。
し
か
し
、越
前
で
は
土
間
や
オ
ウ
エ

廻
り
の
主
要
な
柱
を
側
廻

り
の
柱
よ
り
太
く
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。
若
狭

I
型
で
は
、
東
部
で
太
い
柱
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を
用
い
て
い
る
。
太
い
柱
は
お
佃
角
以
上
に
も
お
よ
ぶ
。
標
準
的
な
柱
は
日
個
ほ

ど
で
あ
る
。
越
前
民
家
の
柱
が
太
い
の
は
こ
こ
が
多
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
に
関
係

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
地
方
の
特
色
の
あ
る
の
は
マ
タ
バ
シ
ラ
と
呼

ば
れ
る
枝
の
出
た
柱
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
側
廻
り
に
た
ち
、
マ

タ
に

ち
か
い
位
置
で
下
屋
桁
を
う
け
、
こ
こ
よ
り
出
る
枝
で
上
屋
桁
を
受
け
る
と
い
う

も
の
で
、

-
本
の
柱
で

2
本
分
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
マ
タ
パ
シ
ラ
を

用
い
て
い
る
の
は
比
較
的
古
い
家

(
四
世
紀
前
半
以
前
)
に
限
ら
れ
て
い
る
。

柱
間
寸
法

・
柱
割
若
狭
型
で
は
柱
間
寸
法
を
∞
-m
尺
を
基
準
と
し
、
や
ω
尺

×
ω
・
5
尺
の
京
間
畳
を
入
れ
る
よ
う
に
畳
割
に
よ
っ
て
柱
聞
を
き
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
越
前
で
は
柱
間
寸
法
は
中
京
聞
の
系
列
に
属
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が

一
定
し
て
い
な
い
。
1
棟
の
家
で
も
土
聞
は

6
尺
心
々
、
座
敷
6
尺
×

3
尺

の
畳
を
入
れ
る
よ
う
に
畳
割
で
柱
聞
を
き
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

土
間
住
い
現
在
ど
の
家
も
台
所
は
板
敷
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
越
前
型
や

若
狭

l
型
が
分
布
す
る
地
域
に
は
も
と
土
間
で
あ
っ
た
家
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
柱

に
残
る
痕
跡
や
、
一一二
口
伝
え
か
ら
知
ら
れ
る
。
土
間
住
い
の
存
在
は
北
陸
系
民
家
に

多
く
み
ら
れ
る
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

仏
間

真
宗
の
勢
力
が
強
い
北
陸
地
方
で
は
住
い
に
も
こ
の
影
響
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
越
前
で
は
仏
壇
が
大
き
く
立
派
で
、
も
っ
と
も
格
式
の
高
い
座
敷
に

お
か
れ
て
い
る
。
坊
さ
ん
の
た
め
に
仏
間
の
裏
手
な
ど
に
休
息
聞
を
設
け
る
こ
と

が
行
な
わ
れ
る
。
小
規
模
な
古
い
家
で
は
、
部
屋
1
室
を
囲
う
の
み
で
、
他
を
土

問

・
土
座
と
す
る
。
こ
の
部
屋
が
仏
間
で
あ
っ
て
、
最
初
に
部
屋
と
し
て
出
現
す

る
の
が
仏
間
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
今
立
郡
池
田
町
の
例
で
み
る

と
、
仏
間
の
つ
ぎ
に
寝
聞
が
独
立
し
、
2
室
と
な
り
、
さ
ら
に

ト
コ
ノ

マ
の
あ
る

福
井
県
民
家
調
査
概
要

座
敷
を
加
え
て
い
与
、
越
前

I
型
の
典
型
的
な
間
取
り
で
あ
る
棟
通
り
よ
り
後
半

に
部
屋
を
横
に
な
ら
べ

る
形
式
が
成
立
す
る
。
越
前

E
型
に
お
い
て
も
、
オ
イ
エ

の
奥
の

2
室
の
う
ち

1
室
は
仏
間
で
あ
り
、
他
の

1
室
を
穀
物
収
納
の
場
所
と
す

る
の
が
古
い
間
取
り
で
あ
る
ら
し
い
。
前
述
の
仏
間
1
室
の
間
取
り
に
お
い
て
こ

こ
が
寝
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
な
に
よ
り
も
最
初
に
仏
聞
が
成
立

す
る
と
い
う
例
は
他
の
地
方
で
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
若
狭
型
で
は
座
敷
に
ト

コ
ノ
マ
と
な
ら
べ
て
仏
壇
を
か
ま
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
越
前
と
若
狭
の
民
家
は
著
し
い
相
違
点
を
も
っ
て
い
る
。

ら
各
型
が
周
辺
地
域
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
み
て
み
よ
う
。

若
狭
I
型
は
小
浜
市
東
部
か
ら
敦
賀
市
ま
で
分
布
し
、
滋
賀
県
湖
北
の
大
浦
地

方
を
中
心
に
同
型
の
も
の
が
分
布
す
る
。
若
狭

E
型
は
小
浜
西
部
に
分
布
し
、
京

都
府
北
部
か
ら
丹
波
高
地
に
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
若
狭
型
は
む
し
ろ
、
湖
北
や
京

都
に
分
布
し
、
こ
れ
が
若
狭
に
及
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
若
狭

l
型
が

分
布
す
る
地
域
に
若
狭
日
型
が
少
数
な
が
ら
散
在
し
、
ま
た
、
若
狭

H
型
が
分
布

す
る
地
域
で
、
小
規
模
な
家
は
い
わ
ゆ
る
ヒ
ロ
マ
型
の
間
取
を
と
る
。

次
に
越
前
型
に
う
つ
っ
て
、
I
型
は
今
立
山
地
、
武
生
市
よ
り
南
に
分
布
す

る
。

H
型
は
越
前
中
央
部
に
分
布
す
る
。

I
型
と
と
も
に
も
っ
と
も
越
前
民
家
の

特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
皿
型
は
県
の
北
部
に
分
布
し
、
鯖
江
市
あ
た
り
ま
で
分

布
す
る
。
こ
の
型
は
滋
賀
県
湖
北
地
方
の
若
狭
I
型
が
分
布
す
る
す
ぐ
東
に
接
し

て
分
布
し
、
さ
ら
に
尾
張
地
方
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

今
回
調
査
し
た
民
家
の
う
ち
、
瓜
生
守
吾
氏
宅
、
橋
本
誠
一

氏
宅
、

宅
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
れ

付
記

期
口
敏
喜
氏

(宮

智

25 

沢

士
)




